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主な所得制限限度額は次のとおりです。

税法上の
扶養親族
などの数

0人

1人

2人

3人

19万円未満

57万円未満

95万円未満

133万円未満

192万円未満

230万円未満

268万円未満

306万円未満

受給資格者の前年分所得額

以降一人増につき　38万円加算

全部支給
限度額

一部支給
限度額

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係
　
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
9
2

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
対
象
外
だ
っ
た
父
子

家
庭
の
父
親
に
も
、８
月
１
日
か
ら
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
）、あ
る
い

は
母
ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方（
請
求
者
）に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
子
ど
も
と
は
、満
18
歳
に
到
達
す
る
年
度

末（
政
令
で
定
め
る
中
度
以
上
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま
で
の
子
で

す
。

　
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

子
ど
も
で
、父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

④
そ
の
他（
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態

　
に
あ
る
子
ど
も
な
ど
）

※
た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
る

　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

　
合

●
請
求
者
が
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金

　
を
受
給
で
き
る
場
合

●
子
ど
も
が
父
の
配
偶
者（
事
実
上
の
配
偶

　
者
を
含
む
）と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

　
場
合

●
子
ど
も
が
婚
姻
を
し
て
い
る
場
合

●
そ
の
他（
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

　
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
）

　
受
給
資
格
者（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母

な
ど
）が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
め
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
子
ど
も
が
一
人
の
場
合（
月
額
）

　
全
部
支
給
　
４
万
１
７
２
０
円

　
一
部
支
給
　
４
万
1
7
1
0
円
～
9
8

　
5
0
円

●
二
人
以
上
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

　
場
合
は
、２
人
目
は
５
０
０
０
円
、３
人

　
目
以
降
は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
が

　
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
者
の
所
得
額
に
よ
り
、全
部
支
給
・
一

部
支
給
・
全
部
停
止
の
い
ず
れ
か
に
決
定
し

ま
す
。所
得
制
限
額
や
所
得
額
の
計
算
に
は
、

加
算
項
目
や
控
除
項
目
が
様
々
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
同
居
の
親
族（
扶
養
義
務
者
）の
所

得
制
限
も
あ
り
、個
々
に
よ
っ
て
計
算
が
違

い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
４
月
・
８
月
・
12
月
に
、そ
れ
ぞ
れ
前

月
分
ま
で（
最
高
４
カ
月
分
）が
受
給
者
指

定
の
金
融
機
関
口
座
に
振
込
ま
れ
ま
す
。

※
８
月
分
か
ら
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の

は
12
月
で
す
。

●
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
受
付
は
女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係
お
よ

　
び
各
支
所
保
健
福
祉
係（
東
城
支
所
は
福

　
祉
係
）で
行
い
ま
す
。

●
支
給
要
件
に
該
当
し
た
時
期
お
よ
び
申

　
請
時
期
に
よ
り
支
給
月
が
変
わ
り
ま
す
。

●
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し

　
て
い
る
方

　
→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、「
平

　
成
22
年
８
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
８
月
１
日
以
降
、11
月
30
日
ま
で
に
支
給

　
要
件
に
該
当
し
た
方

　
→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、「
要

　
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」か
ら
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

　　
11
月
30
日
を
過
ぎ
て
申
請
さ
れ
る
と
、支

給
要
件
の
該
当
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、「
申

請
の
翌
月
分
」か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、必
ず
11
月
30
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
、戸
籍
謄
本
な
ど
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、手
当
を
受
け
る
方
の

支
給
要
件
に
よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、事
前
に
女
性
児
童
課
児
童

福
祉
係（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
9
2
）

各
支
所
の
保
健
福
祉
室
ま
た
は
市
民
生
活

室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は
？

手
当
の
額
は
？

所
得
制
限
と
は
？

支
給
の
時
期
と
支
給
の
方
法
は
？

父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す
る
た
め
に
は
？

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
！

免除の種類

①全額免除 月額０円

月額3,780円

月額7,550円

月額11,330円

②若年納付猶予
　（20～29歳）

③一部納付
　１／４納付

④一部納付
　半額納付

⑤一部納付
　３／４納付

保　険　料
所得審査
対象者

老齢基礎年金の

保険料納付を
猶予します。
10年以内に追納すると
通常に納付したことに
なります。

申請者本人
配偶者
世帯主

(扶養親族等の数＋1)×
35万円＋22万円

(扶養親族等の数＋1)×
35万円＋22万円

78万円＋
扶養親族等控除額＋
社会保険料控除額等

118万円＋
扶養親族等控除額＋
社会保険料控除額等

158万円＋
扶養親族等控除額＋
社会保険料控除額等

申請者本人
配偶者

申請者本人
配偶者
世帯主

申請者本人
配偶者
世帯主

申請者本人
配偶者
世帯主

審査対象者一人当たりの
審査基準
（一人一人について審査し、全員が
以下の金額の範囲内の所得である
場合に承認されます）

受給資格
期間には

年金額の
計算には

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

○入ります

×算入されません

○免除区分に
　応じた割合で
　算入されます

○免除区分に
　応じた割合で
　算入されます

○免除区分に
　応じた割合で
　算入されます

○免除区分に
　応じた割合で
　算入されます

障害基礎年金
遺族基礎年金
受給資格期間

       

  

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月

額
1
万
5
1
0
0
円
で
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら

と
い
っ
て
、未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、い
ざ
と
い
う
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
放
置
せ
ず
、お
気
軽
に
保
健
医
療
課
ま
た

は
三
次
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

保
険
料
免
除
制
度

　
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、下
の
表
の
と
お

り
5
種
類
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

室
に
申
請
し
、年
金
事
務
所
で
審
査
・
承
認

を
受
け
る
と
、後
日
は
が
き
で
結
果
が
通
知

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
審
査
は
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に

行
わ
れ
る
た
め
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

期
間
は
、前
年
中
の
所
得
の
証
明
が
確
定
し

た
後
の
7
月
か
ら
翌
年
6
月
ま
で
と
な
り

ま
す
。現
在
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
も
引
き
続
き
審
査
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、7
月
以
降
に
改
め
て
申
請
が
必
要
で

す
。（
継
続
審
査
対
象
者
は
除
く
）

※
失
業
・
災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　 

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

●
年
金
手
帳

●
印
鑑（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

保険料免除の種類

③、④、⑤の一部納付を承認された場合は、減額後の保険料を納付しないと
『未納』という扱いになります注意!!

保健医療課国保年金係　鈎0824‐73‐1158
三次年金事務所　鈎0824‐62‐3107

ご存知ですか？
保険料の免除制度

国 民 年 金


